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『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
二
）

原

信
太
郎

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ

本
稿
は
北
宋

謝
良
佐
（
字
は
顕
道
、
号
は
上
蔡
、
一
〇
五
〇
～
一
一
二
〇
？
）
の
語
録
『
上
蔡
語
録
』
に
訳
注
を
施
す

も
の
で
あ
り
、
「
『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）
」
（
『
論
叢

ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
の
会
、
二

〇
二
二
）
の
続
稿
で
あ
る
。
今
回
訳
注
を
施
し
た
範
囲
は
巻
上
の
第
一
一
～
一
六
条
で
あ
る
。
「
訳
注
（
一
）
」
に
記
し
た

「
凡
例
」
は
、
本
稿
に
お
い
て
も
踏
襲
す
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

［
一
一
］

本
文

横
渠
敎
人
、
以
禮
爲
先
、
大
要
欲
得
正
容
謹
節
。
其
意
謂
、
世
人
汗
漫
無
守
、
便
當
以
禮
爲
地
、
敎
他
就
上
面
做
工
夫
。
然

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

其
門
人
下
稍
頭
溺
於
刑
名
度
數
之
間
、
行
得
來
困
、
無
所
見
處
、
如
喫
木
札
相
似
、
更
没
滋
味
、
遂
生
厭
倦
。
故
其
學
無
傳

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
31
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『
上
蔡
語
録
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巻
上
訳
注
（
二
）

（
原
）

之
者
。
明
道
先
生
則
不
然
。
先
使
學
者
有
知
識
、
卻
從
敬
入
。
予
問
、
横
渠
敎
人
、
以
禮
爲
先
、
與
明
道
使
學
者
從
敬
入
、

何
故
不
同
。
謝
曰
、
既
有
知
識
、
窮
得
物
理
、
卻
從
敬
上
涵
養
出
來
、
自
然
是
別
。
正
容
謹
節
、
外
面
威
儀
、
非
禮
之
本
。

（
１
１
）

口
語
訳

（
謝
良
佐
が
い
っ
た
、
）
「
横
渠
（
張
載
）
は
、
人
を
教
え
る
際
、
礼
儀
を
学
ぶ
こ
と
を
先
務
と
し
た
が
、
要
す
る
に
、

立
ち
居
振
る
舞
い
を
正
し
、
礼
節
を
厳
守
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
。
そ
の
考
え
は
、
世
人
は
散
漫
と
し
て
い
て
、
固
く
保
持

す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
礼
儀
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
し
、
そ
こ
か
ら
彼
ら
に
修
養
を
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
、

そ
の
門
人
は
結
局
、
器
物
や
制
度
と
い
っ
た
些
末
な
問
題
に
溺
れ
こ
ん
で
、
行
き
詰
っ
て
し
ま
い
、
見
識
の
開
け
ぬ
さ
ま
は

ま
る
で
木
片
を
噛
む
か
の
よ
う
で
、
ま
っ
た
く
味
わ
い
が
な
く
、
と
う
と
う
嫌
気
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
学

問
を
継
承
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
の
だ
。
明
道
程
顥
先
生
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
先
ず
学
ぶ
者
に
知
識
を
得
さ
せ
、
そ
の

上
で
「
敬
」
よ
り
修
養
に
入
ら
せ
た
の
で
あ
る
」
と
。

私
が
質
問
し
た
、
「
張
載
は
人
を
教
え
る
に
あ
た
っ
て
礼
儀
を
学
ぶ
こ
と
を
先
務
と
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
明
道
先
生

が
学
ぶ
者
に
「
敬
」
よ
り
修
行
に
入
ら
せ
た
の
と
、
ど
う
し
て
同
じ
で
な
い
の
で
す
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
知
識
が
あ
り
物
事
の
道
理
を
窮
め
る
こ
と
が
で
き
た
う
え
で
、
さ
ら
に
「
敬
」
に
よ
り
（
心
性

を
）
涵
養
し
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
自
然
と
両
者
は
別
で
あ
る
。
立
ち
居
振
る
舞
い
を
正
し
礼
節
を
厳
重
に
す
る
の
は
外
面

の
威
儀
の
問
題
で
、
礼
儀
の
根
本
で
は
な
い
」
と
。
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注（
１
）
横
渠
―
北
宋

張
載
（
字
は
子
厚
、
横
渠
先
生
と
称
さ
れ
る
。
一
〇
二
〇
～
一
〇
七
八
）
の
こ
と
。
郿
県
横
渠
鎮

（
陝
西
省
）
の
人
。
程
顥
・
程
頤
兄
弟
の
表
叔
（
母
方
の
叔
父
）
。
青
年
期
は
軍
事
を
好
ん
だ
が
、
范
仲
淹
に
『
中

庸
』
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
儒
教
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。
嘉
祐
中
、
進
士
に
挙
げ
ら
れ
、
官
は
崇
政
院

校
書
。
王
安
石
と
合
わ
ず
、
故
郷
に
帰
り
、
諸
生
に
教
授
し
た
。
著
書
に
『
正
蒙
』
『
易
説
』
等
が
あ
る
。

（
２
）
横
渠
敎
…
禮
爲
先
―
張
載
が
、
修
養
の
基
礎
と
し
て
礼
を
重
ん
じ
、
初
学
者
に
ま
ず
礼
を
学
ば
せ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
「
張
子
語
録
」
「
語
録
下
」
に
「
某
所
以
使
學
者
先
學
禮
者
、
只
爲
學
禮
、
則
便
除
去
了
世
俗
一
副
當
習
熟
纏
繞
。

譬
之
延
蔓
之
物
、
解
纏
繞
即
上
去
。
上
去
即
是
理
明
矣
。
又
何
求
。
苟
能
除
去
了
一
副
當
世
習
、
便
自
然
脱
灑
也
。

又
學
禮
、
則
可
以
守
得
定
」
（
『
張
載
集
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
、
三
三
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
３
）
欲
得
―
欲
す
る
意
の
俗
語
。
入
矢
義
高
『
空
花
集
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
）
八
六
頁
、
同
氏
『
増
補

求
道

と
悦
楽
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
）
一
一
一
頁
を
参
照
。
『
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
に
「
前
日
思
慮
紛
擾
、
又
非
義
理
、

又
非
事
故
。
如
是
則
只
是
狂
妄
人
耳
。
懲
此
以
爲
病
、
故
要
得
虚
靜
、
其
極
欲
得
如
槁
木
死
灰
、
又
却
不
是
」
と
あ

り
、
『
語
類
』
巻
一
二
五
に
「
老
子
説
話
大
抵
如
此
。
只
是
欲
得
退
歩
占
姦
、
不
要
與
事
物
接
」
と
あ
る
。

（
４
）
正
容
謹
節
―
居
住
ま
い
を
正
し
、
礼
節
を
謹
む
こ
と
。
朱
熹
が
『
語
類
』
巻
一
〇
一
に
「
觀
上
蔡
説
得
又
自
偏
了
。

這
都
看
不
得
禮
之
大
體
、
所
以
都
易
得
偏
。
如
上
蔡
説
橫
渠
之
非
、
以
爲
欲
得
正
容
謹
節
。
這
自
是
好
。
如
何
廢
這
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（
原
）

箇
得
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

（
５
）
汗
漫
―
ぼ
ん
や
り
と
し
て
、
あ
や
ふ
や
で
あ
る
さ
ま
。
散
漫
で
し
ま
り
の
な
い
さ
ま
。
畳
韻
語
（
翰
韻
）
。
『
程
氏

外
書
』
巻
六
に
程
顥
の
語
と
し
て
「
博
學
於
文
而
不
約
之
以
禮
、
必
至
於
汗
漫
。
所
謂
約
之
以
禮
者
、
能
守
禮
而
由

於
規
矩
者
也
」
と
あ
る
。

（
６
）
便
當
以
禮
爲
地
―
「
地
」
は
、
こ
こ
で
は
動
作
や
行
為
の
基
礎
的
な
条
件
。
「
爲
地
」
「
爲
～
地
」
の
か
た
ち
で
用

い
る
こ
と
が
多
い
。
阿
部
順
子
「
南
宋
に
お
け
る
「
爲
地
」
の
詩
語
化
に
つ
い
て
―
―
散
文
語
彙
の
詩
へ
の
導
入
と

そ
の
意
味
用
法
の
特
徴
」
（
『
橄
欖
』
宋
代
詩
文
研
究
会
、
第
一
五
号
、
二
〇
〇
八
）
、
王
鍈
『
唐
宋
筆
記
語
辞
匯
釈

（
第
二
次
修
訂
本
）
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
）
五
三
～
五
四
頁
を
参
照
。
『
語
類
』
巻
六
九
に
「
須
是
表
裏
皆
實
、

無
一
毫
之
僞
、
然
後
有
以
爲
進
德
之
地
、
德
方
日
新
矣
」
と
あ
る
。

、

（
７
）
工
夫
―
「
功
夫
」
と
も
表
記
さ
れ
、
道
学
派
に
お
い
て
は
、
心
の
動
き
を
聖
人
の
そ
れ
（
つ
ま
り
、
理
そ
の
も
の
）

に
近
づ
け
る
た
め
に
な
さ
れ
る
、
あ
ら
ゆ
る
意
識
的
営
為
を
指
す
。
文
脈
に
応
じ
て
多
様
な
含
意
を
持
つ
が
、
本
訳

注
で
は
「
修
養
」
「
実
践
」
等
の
訳
語
を
当
て
る
。

（
８
）
下
稍
頭
―
「
下
稍
」
は
、
や
が
て
、
そ
の
後
、
結
果
、
結
局
な
ど
の
意
。
「
下
梢
」
と
表
記
す
る
の
が
一
般
的
。
類

、

義
語
に
「
末
梢
」
が
あ
る
。
『
語
類
』
巻
一
三
に
「
公
且
道
不
去
讀
書
、
專
去
讀
些
時
文
、
下
梢
是
要
做
甚
麼
人
」

と
あ
り
、
同
じ
く
巻
二
八
に
「
曾
子
便
是
著
實
歩
歩
做
工
夫
、
到
下
梢
方
有
所
得
」
と
あ
る
。
「
～
頭
」
は
、
時
間

を
表
す
語
に
つ
く
接
尾
辞
。
「
末
梢
頭
」
「
初
頭
」
「
劈
初
頭
」
「
春
頭
」
な
ど
と
用
い
ら
れ
る
。
王
鍈
『
詩
詞
曲
語
辞
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例
釈
（
第
二
次
増
訂
本
）
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
）
二
九
五
～
二
九
六
頁
を
参
照
。

（
９
）
刑
名
度
數
―
「
刑
名
」
（
形
名
）
は
、
形
式
と
名
称
。
「
度
數
」
は
、
制
度
や
規
則
の
意
で
、
畳
韻
語
（
遇
韻
）
。
吾

妻
重
二
他
訳
『
『
朱
子
語
類
』
訳
注

巻
八
十
七
～
八
十
八
「
礼
」
（
二
）
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
）
二
一

五
・
二
一
七
頁
を
参
照
。

（

）
無
所
見
…
札
相
似
―
禅
語
録
『
古
尊
宿
語
録
』
巻
二
四
・
神
鼎
洪
諲
章
に
「
僧
問
首
山
、
一
毫
未
發
時
如
何
。
山
云
、

10
路
逢
穿
耳
客
。
曰
、
發
後
如
何
。
山
云
、
不
用
更
遲
疑
。
曾
有
僧
問
神
鼎
、
一
毫
未
發
時
如
何
。
神
鼎
只
向
伊
道
、

白
雲
嶺
上
。
云
、
發
後
如
何
。
師
云
、
澗
下
水
流
。
師
乃
云
、
若
是
前
來
兩
轉
語
、
有
可
咬
嚼
、
東
看
西
看
。
若
是

神
鼎
者
語
如
喫
木
札
瓦
片
相
似
、
實
無
滋
味
。
直
是
自
見
自
悟
始
得
。
會
麼
。
天
高
東
南
、
地
傾
西
北
」
と
あ
る
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

措
辞
上
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

（

）
卻
從
敬
…
養
出
來
―
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
に
程
頤
の
語
と
し
て
「
涵
養
須
用
敬
、
進
學
則
在
致
知
」
と
あ
る
。

11
［
一
二
］

本
文

横
渠
嘗
言
、
吾
十
五
年
學
箇
恭
而
安
不
成
。
明
道
曰
、
可
知
是
學
不
成
、
有
多
少
病
在
。
謝
子
曰
、
凡
恭
謹
必
勉
強
不

（
１
）

（
２
）

安
、
安
肆
必
放
縦
不
恭
。
恭
如
勿
忘
、
安
如
勿
助
長
、
正
當
勿
忘
勿
助
長
之
間
、
須
子
細
體
認
取
。

（
校
１
）

（
３
）

（
３
）

（
校
２
）

（
４
）
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校
勘

（
校
１
）
正
誼
堂
本
は
「
安
肆
」
を
「
安
舒
」
に
作
る
。

（
校
２
）
正
誼
堂
本
は
「
子
細
」
を
「
仔
細
」
に
作
る
。

口
語
訳

横
渠
（
張
載
）
が
以
前
に
い
っ
た
、
「
私
は
十
五
年
の
間
、
（
『
論
語
』
述
而
篇
に
い
う
）
「
恭
し
く
し
て
安
し
」
を
学
ん

だ
が
、
つ
い
に
成
就
し
な
か
っ
た
」
と
。

明
道
程
顥
先
生
が
（
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
）
い
っ
た
、
「
学
ん
だ
が
成
就
し
な
か
っ
た
の
は
当
然
だ
、
多
く
の
欠
点
が
あ

る
の
だ
か
ら
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
一
般
に
、
恭
敬
慎
重
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
必
ず
努
め
励
ん
で
安
ら
か
で
あ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
安

楽
自
由
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
必
ず
勝
手
気
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
恭
し
く
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
恭
し
」
は
、
（
『
孟

子
』
公
孫
丑
上
篇
に
い
う
）
「
忘
る
る
勿
れ
」
の
よ
う
に
、
「
安
し
」
は
、
（
同
上
文
に
い
う
）
「
助
長
す
る
勿
れ
」
の
よ
う

に
し
、
ま
さ
に
「
忘
る
る
勿
れ
」
と
「
助
長
す
る
勿
れ
」
と
の
二
者
の
中
間
に
あ
っ
て
、
緻
密
に
体
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
。

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
二
）

（
原
）
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注（
１
）
恭
而
安
―
『
論
語
』
述
而
篇
に
「
子
温
而
厲
、
威
而
不
猛
、
恭
而
安
」
と
あ
る
。
『
論
語
精
義
』
巻
四
上
に
引
か
れ

る
謝
良
佐
『
論
語
解
』
に
は
「
謝
曰
、
三
事
皆
聖
人
之
仁
義
禮
智
充
溢
於
中
而
睟
面
盎
背
而
然
。
在
他
人
温
則
不
厲
、

厲
則
不
温
、
威
則
猛
、
不
猛
則
不
威
、
恭
則
不
安
、
安
則
不
恭
。
如
伯
夷
柳
下
惠
之
氣
象
、
猶
在
兩
偏
。
若
下
惠
則

温
勝
厲
、
若
伯
夷
則
厲
勝
温
、
其
唯
聖
人
之
時
然
後
温
而
厲
乎
。
威
非
作
威
、
蓋
德
威
也
。
心
慢
而
貌
恭
、
則
雖
恭

而
不
安
」
と
あ
る
。

（
２
）
可
知
是
―
当
然
で
あ
る
、
分
か
り
き
っ
て
い
る
。
「
可
知
道
」
も
同
義
。
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
に
「
先
生
曰
、
凡

説
經
義
、
如
只
管
節
節
推
上
去
、
可
知
是
盡
。
夫
終
日
乾
乾
、
未
盡
得
易
。
據
此
一
句
、
只
做
得
九
三
使
。
若
謂
乾

乾
是
不
已
、
不
已
又
是
道
、
漸
漸
推
去
、
則
自
然
是
盡
。
只
是
理
不
如
此
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
一
一
六
に
「
如

此
講
書
、
如
此
聽
人
説
話
、
全
不
是
自
做
工
夫
、
全
無
巴
鼻
。
可
知
是
使
人
説
學
是
空
談
」
と
あ
る
。

（
３
）
勿
忘

勿
助
長
―
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
「
必
有
事
焉
而
勿
正
、
心
勿
忘
、
勿
助
長
也
。
無
若
宋
人
然
。
宋
人
有

、
、

、
、
、

閔
其
苗
之
不
長
而
揠
之
者
、
芒
芒
然
歸
。
謂
其
人
曰
、
今
日
病
矣
、
予
助
苗
長
矣
。
其
子
趨
而
往
視
之
、
苗
則
槁
矣
。

天
下
之
不
助
苗
長
者
寡
矣
。
以
爲
無
益
而
舍
之
者
、
不
耘
苗
者
也
。
助
之
長
者
、
揠
苗
者
也
。
非
徒
無
益
、
而
又
害

之
」
と
あ
る
。

（
４
）
體
認
取
―
「
體
認
」
は
、
繰
り
返
し
考
え
て
検
証
し
、
思
想
を
血
肉
化
さ
せ
る
こ
と
。
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
に

「
問
仁
。
曰
此
在
諸
公
自
思
之
、
將
聖
賢
所
言
仁
處
類
聚
觀
之
、
體
認
出
來
」
と
あ
る
。
「
～
取
」
は
、
玄
幸
子
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「
敦
煌
変
文
に
於
け
る
〝

取
〟
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
語
学
』
第
二
三
三
号
、
日
本
中
国
語
学
会
、
一
九
八
六
）
に

V

「

取
は
，
会
話
文
中
の
命
令
，
或
い
は
意
志
を
表
す
文
脈
に
於
て
出
現
し
て
お
り
，
逆
の
言
い
方
を
す
れ
ば
，
会

V
話
文
中
に
於
け
る

取
は
，
命
令
，
或
い
は
意
志
を
表
す
と
解
釈
で
き
る
」
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。
本
篇
に
お

V

い
て
、
他
に
巻
上
に
「
正
當
恁
地
時
、
自
家
看
取
天
理
見
矣
」
と
あ
り
、
同
じ
く
「
爲
此
古
人
須
要
就
灑
埽
應
對
上

、

養
取
誠
意
出
來
」
な
ど
と
あ
り
、
お
お
む
ね
玄
氏
の
指
摘
す
る
の
と
同
様
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
用
い
ら
れ
る
。
詹
満

、

江
「
唐
詩
に
お
け
る
口
語
表
現
―
―
動
詞
に
後
置
す
る
助
辞
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
（
『
藝
文
研
究
』
第
五
一
号
、
一
九

八
七
）
も
参
照
。

［
一
三
］

本
文

所
謂
有
知
識
、
須
是
窮
物
理
。
只
如
黄
金
天
下
至
寶
、
先
須
辨
認
得
他
體
性
始
得
。
不
然
、
被
人
將
鍮
石
來
喚
作
黄
金
、
辨

（
１
）

（
２
）

認
不
過
、
便
生
疑
惑
、
便
執
不
定
。
故
經
曰
、
物
格
然
後
知
至
、
知
至
然
後
意
誠
。
所
謂
格
物
窮
理
、
須
是
識
得
天
理
始
得
。

（
３
）

所
謂
天
理
者
、
自
然
底
道
理
、
無
毫
髪
杜
撰
。
今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、
皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
。
方
乍
見
時
、
其
心
怵
惕
、

（
４
）

所
謂
天
理
也
。
要
譽
於
鄕
黨
朋
友
、
内
交
於
孺
子
父
母
兄
弟
、
惡
其
聲
而
然
、
卽
人
欲
耳
。
天
理
與
人
欲
相
對
。
有
一
分
人

（
４
）

欲
、
卽
滅
卻
一
分
天
理
、
存
一
分
天
理
、
卽
勝
得
一
分
人
欲
。
人
欲
纔
肆
、
天
理
滅
矣
。
任
私
用
意
、
杜
撰
做
事
、
所
謂
人

（
校
１
）

欲
肆
矣
。
故
莊
子
曰
、
去
智
與
故
、
循
天
之
理
。
若
在
聖
人
分
上
、
卽
説
循
字
不
著
。
勿
忘
、
又
勿
助
長
。
正
當
恁
地
時
、

（
５
）

（
６
）

（
７
）

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
二
）

（
原
）
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自
家
看
取
天
理
見
矣
。
所
謂
天
者
、
理
而
已
。
只
如
視
聽
動
作
、
一
切
是
天
。
天
命
有
德
、
便
五
服
五
章
。
天
討
有
罪
、
便

五
刑
五
用
、
渾
不
是
杜
撰
做
作
來
。
學
者
直
須
明
天
理
。
爲
是
自
然
底
道
理
、
移
易
不
得
。
不
然
諸
子
百
家
、
便
人
人
自
生

（
８
）

出
一
般
見
解
、
欺
誑
眾
生
。
識
得
天
理
、
然
後
能
爲
天
之
所
爲
。
聖
門
學
者
、
爲
天
之
所
爲
、
故
敢
以
天
自
處
。
佛
氏
却
不

敢
恁
地
做
大
。
明
道
嘗
曰
、
吾
學
雖
有
所
受
、
天
理
二
字
却
是
自
家
拈
出
來
。

（
９
）

校
勘

（
校
１
）
和
刻
本
は
「
滅
卻
」
を
「
減
却
」
に
作
る
。

口
語
訳

い
わ
ゆ
る
「
知
識
が
あ
る
」
（
と
い
う
状
態
を
実
現
す
る
た
め
）
に
は
物
事
の
道
理
を
窮
め
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、

天
下
最
高
の
宝
で
あ
る
黄
金
も
、
事
前
に
そ
の
形
質
を
弁
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
他
人
に
真
鍮

を
持
っ
て
来
ら
れ
て
黄
金
だ
と
い
わ
れ
て
も
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
疑
惑
が
生
じ
、
確
信
が
持
て
な
い
。
だ
か
ら
経
典

（
『
大
学
』
）
に
も
「
物
の
道
理
を
窮
め
て
、
そ
う
し
て
後
に
知
が
極
限
に
ま
で
達
す
る
。
知
が
極
限
に
ま
で
達
し
て
、
そ

う
し
て
後
に
意
が
誠
実
に
な
る
」
と
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
格
物
窮
理
」
（
物
事
の
道
理
を
探
究
し
尽
く
す
）
と
い
う
の
は
、
天
理
を
認
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
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『
上
蔡
語
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』
巻
上
訳
注
（
二
）

（
原
）

と
だ
。

い
わ
ゆ
る
「
天
理
」
と
は
、
自
然
に
そ
う
な
る
と
い
う
道
理
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
ほ
ん
の
少
し
の
作
為
も
な
い
。

（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
）
「
今
人

乍
ち
孺
子
の
将
に
井
に
入
ら
ん
と
す
る
を
見
れ
ば
、
皆
な
怵
惕
惻
隠
の
心
有
り
」
と

た
ち
ま

あ
る
。
そ
れ
を
「
乍
ち
見
た
」
時
に
、
心
が
驚
き
痛
ま
し
く
思
う
と
い
う
の
が
、
い
わ
ゆ
る
天
理
で
あ
る
。
「
誉
れ
を
郷
党

朋
友
に
要
め
」
「
交
り
を
孺
子
の
父
母
兄
弟
に
内
れ
」
「
其
の
声
を
悪
み
て
然
る
（
見
殺
し
に
し
て
悪
評
が
流
れ
る
の
が
嫌

も
と

い

で
そ
う
す
る
）
」
は
、
人
欲
だ
。
天
理
と
人
欲
と
は
、
相
対
立
し
て
い
る
。
一
分
の
人
欲
が
あ
れ
ば
一
分
の
天
理
が
損
な
わ

れ
、
一
分
の
天
理
を
保
て
ば
一
分
の
人
欲
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
。
人
欲
が
少
し
で
も
放
縦
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
天
理
は

失
わ
れ
る
。
利
己
心
の
ま
ま
に
思
念
し
、
作
意
的
に
事
を
行
う
の
が
い
わ
ゆ
る
人
欲
が
放
縦
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か

ら
『
荘
子
』
（
刻
意
篇
）
に
も
「
知
恵
や
作
為
を
去
り
、
天
の
理
に
循
っ
て
行
動
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
た
だ
、
聖
人
の

境
涯
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
「
循
う
」
と
い
う
表
現
は
妥
当
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
。
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
い
う
よ
う

に
）
「
忘
る
る
勿
れ
」
、
ま
た
「
助
長
す
る
勿
れ
」
の
よ
う
に
修
養
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
に
、
自
身
で
天

理
が
出
現
し
て
く
る
の
を
見
て
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
わ
ゆ
る
「
天
」
と
は
、
理
に
他
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
視
聴
な
ど
活
動
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
天
で
あ
る
。
（
『
書

経
』
皋
陶
謨
に
い
う
よ
う
に
）
「
天

有
徳
に
命
」
じ
た
の
で
、
そ
こ
で
「
五
服
も
て
五
つ
な
が
ら
章
か
に
し
（
五
種
の
服

飾
で
五
等
の
身
分
を
明
ら
か
に
し
）
」
、
「
天

有
罪
を
討
」
つ
の
で
、
そ
こ
で
「
五
刑
も
て
五
つ
な
が
ら
用
ひ
（
五
種
の
刑

罰
を
五
等
の
罪
人
に
用
い
た
）
」
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
決
し
て
作
意
的
に
創
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
儒
学
者
は
、
ぜ



- 76 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
31

ひ
と
も
こ
の
天
理
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
自
然
に
そ
う
な
る
と
い
う
道
理
で
あ
る
た
め
、
改
変
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
諸
子
百
家
が
お
の
が
じ
し
説
を
立
て
、
衆
人
を
誑
か
す
仕
儀
と
な
っ
て
し
ま
う
。

天
理
を
認
識
し
て
、
そ
う
し
て
初
め
て
天
の
行
為
を
身
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
儒
学
を
学
ぶ
も
の
は
天
の
仕
業
を
行

う
の
で
あ
る
か
ら
、
敢
え
て
天
を
自
ら
の
拠
り
所
と
す
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
仏
教
者
は
、
と
て
も
こ
の
よ
う
に
大
き
く

構
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
明
道
程
顥
先
生
は
以
前
に
「
私
の
学
問
は
、
師
匠
が
い
た
と
は
い
え
、
天
理
の
二
字
だ
け
は
、

自
分
で
持
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

注（
１
）
只
如
―
例
え
ば
。
太
田
辰
夫
『
中
国
語
史
通
考
』
（
白
帝
社
、
一
九
八
八
）
は
「
古
代
語
の
〝
至
於
〟
〝
至
如
〟
に

相
当
し
，
例
と
し
て
と
り
あ
げ
た
り
，
論
及
し
た
り
す
る
機
能
が
あ
る
」
（
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
）
と
説
明
す
る
。

本
篇
巻
上
に
「
吾
因
曰
、
世
人
説
仁
只
管
著
愛
上
、
怎
生
見
得
仁
。
只
如
力
行
近
乎
仁
、
力
行
關
愛
甚
事
」
と
あ
り
、

『
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
に
「
學
者
不
必
學
他
（
＝
仏
教
）
、
但
燭
理
明
、
自
能
之
。
只
如
邵
堯
夫
事
、
佗
自
如
此
。

亦
豈
嘗
學
也
」
と
あ
る
。

（
２
）
鍮
石
―
真
鍮
の
こ
と
。
南
宋

程
大
昌
『
演
繁
露
』
巻
七
「
黄
銀
」
に
「
世
有
鍮
石
者
、
質
實
爲
銅
而
色
如
黄
金
、

特
差
淡
耳
。
則
太
宗
之
謂
黄
銀
者
、
其
殆
鍮
石
也
已
。
鍮
金
屬
也
。
而
附
石
爲
字
者
、
爲
其
不
皆
天
然
自
生
。
亦
有

用
盧
甘
石
（
＝
亜
鉛
鉱
か
）
煑
鍊
而
成
者
。
故
兼
擧
兩
物
而
合
爲
之
名
也
」
と
あ
る
。
林
梅
村
「
鍮
石
入
華
考
」
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『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
二
）

（
原
）

（
『
考
古
与
文
物
』
陕
西
省
考
古
研
究
院
、
一
九
九
九
年
第
二
期
）
も
参
照
。

（
３
）
物
格
然
…
後
意
誠
―
『
大
学
』
（
『
礼
記
』
大
学
篇
）
に
「
物
格
而
后
知
至
、
知
至
而
后
意
誠
、
意
誠
而
后
心
正
、

心
正
而
后
身
修
、
身
修
而
后
家
齊
、
家
齊
而
后
國
治
、
國
治
而
后
天
下
平
。
自
天
子
以
至
於
庶
人
、
壹
是
皆
以
修
身

爲
本
。
其
本
亂
而
末
治
者
否
矣
、
其
所
厚
者
薄
、
而
其
所
薄
者
厚
、
未
之
有
也
。
此
謂
知
本
、
此
謂
知
之
至
也
」
と

あ
る
。

（
４
）
今
人
乍
…
隱
之
心

要
譽
於
…
聲
而
然
―
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
「
孟
子
曰
、
人
皆
有
不
忍
人
之
心
。
先
王
有
不

忍
人
之
心
、
斯
有
不
忍
人
之
政
矣
。
以
不
忍
人
之
心
、
行
不
忍
人
之
政
、
治
天
下
可
運
之
掌
上
。
所
以
謂
人
皆
有
不

忍
人
之
心
者
、
今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、
皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
。
非
所
以
内
交
於
孺
子
之
父
母
也
、
非
所
以
要
譽

於
鄕
黨
朋
友
也
、
非
惡
其
聲
而
然
也
。
由
是
觀
之
、
無
惻
隱
之
心
非
人
也
、
無
羞
惡
之
心
非
人
也
、
無
辭
讓
之
心
非

人
也
、
無
是
非
之
心
非
人
也
。
惻
隱
之
心
、
仁
之
端
也
。
羞
惡
之
心
、
義
之
端
也
。
辭
讓
之
心
、
禮
之
端
也
。
是
非

之
心
、
智
之
端
也
。
人
之
有
是
四
端
也
、
猶
其
有
四
體
也
。
有
是
四
端
而
自
謂
不
能
者
、
自
賊
者
也
。
謂
其
君
不
能

者
、
賊
其
君
者
也
。
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆
擴
而
充
之
矣
、
若
火
之
始
然
、
泉
之
始
達
。
苟
能
充
之
、
足
以
保
四

海
。
苟
不
充
之
、
不
足
以
事
父
母
」
と
あ
る
。

（
５
）
去
智
與
…
天
之
理
―
『
荘
子
』
刻
意
篇
に
「
故
曰
、
聖
人
之
生
也
天
行
、
其
死
也
物
化
。
靜
而
與
陰
同
德
、
動
而
與

陽
同
波
。
不
爲
福
先
、
不
爲
禍
始
。
感
而
後
應
、
迫
而
後
動
、
不
得
已
而
後
起
。
去
知
與
故
、
循
天
之
理
。
故
無
天

災
、
無
物
累
、
無
人
非
、
無
鬼
責
。
其
生
若
浮
、
其
死
若
休
。
不
思
慮
、
不
豫
謀
。
光
矣
而
不
燿
、
信
矣
而
不
期
。
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其
寢
不
夢
、
其
覺
無
憂
。
其
神
純
粹
、
其
魂
不
罷
。
虛
無
恬
惔
、
乃
合
天
德
」
と
あ
る
。

（
６
）
勿
忘
、
又
勿
助
長
―
前
の
［
一
二
］
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
２
）
を
参
照
）
。

（
７
）
正
當
恁
地
時
―
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
と
き
。
「
正
當
恁
麼
時
」
は
禅
籍
に
お
い
て
「
深
奥
の
消
息
が
ま
さ
に
顕
現
し

て
い
る
と
き
」
の
意
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
が
、
修
辞
上
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
『
景
徳
伝
灯

録

五
』
（
禅
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
三
）
六
一
頁
を
参
照
。

（
８
）
天
命
有
…
刑
五
用
―
『
書
経
』
虞
書
・
皋
陶
謨
に
「
無
敎
逸
欲
有
邦
。
兢
兢
業
業
、
一
日
二
日
萬
幾
。
無
曠
庶
官
、

天
工
人
其
代
之
。
天
敘
有
典
、
勑
我
五
典
五
惇
哉
。
天
秩
有
禮
、
自
我
五
禮
有
庸
哉
。
同
寅
協
恭
和
衷
哉
。
天
命
有

德
、
五
服
五
章
哉
。
天
討
有
罪
、
五
刑
五
用
哉
。
政
事
懋
哉
懋
哉
。
天
聰
明
、
自
我
民
聰
明
。
天
明
畏
、
自
我
民
明

威
。
達
于
上
下
、
敬
哉
有
土
」
と
あ
る
。

（
９
）
做
大
―
尊
大
に
構
え
る
。
偉
そ
う
に
す
る
。
本
篇
巻
上
に
「
問
、
堯
夫
所
學
如
何
。
謝
曰
、
與
聖
門
卻
不
同
。
…
…

爲
他
見
得
天
地
進
退
萬
物
消
息
之
理
、
便
敢
做
大
、
於
聖
門
下
學
上
達
底
事
、
更
不
施
工
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻

九
六
に
「
他
資
才
甚
高
、
然
那
時
更
無
人
制
服
他
、
便
做
大
了
、
謂
世
無
孔
子
、
不
當
在
弟
子
之
列
」
と
あ
る
。

［
一
四
］

本
文
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（
原
）

伊
川
才
料
大
。
使
了
大
事
、
指
顧
而
集
、
不
動
聲
色
、
何
以
驗
之
。
曰
、
只
議
論
中
便
可
見
。
陝
西
曾
有
議
欲
罷
鑄
銅
錢

（
１
）

（
２
）

者
、
以
謂
、
官
中
費
一
貫
、
鑄
得
一
貫
、
爲
無
利
。
伊
川
曰
、
此
便
是
公
家
之
利
。
利
多
費
省
、
私
鑄
者
眾
。
費
多
利
薄
、

（
校
１
）

盗
鑄
者
息
。
盗
鑄
者
息
、
權
歸
公
上
。
非
利
而
何
。
又
曾
有
議
解

鹽
抄
、

欲
高
其
價
者
、
増
六
千
爲
八
千
。
伊
川
曰
、
若

（
校
２
）
（
３
）

増
抄
價
、
賣
數
須
減
。
鹽
出
既
眾
、
低
價
易
之
。
人
人
食
鹽
、
鹽
不
停
積
、
歳
入
必
敷
。
已
而
増
抄
價
、
歳
額
果
虧
、
減
之
、

（
校
２
）

（
校
２
）

而
歳
入
溢
。
温
公
初
起
時
、
欲
用
伊
川
。
伊
川
曰
、
帶
累
人
去
裏
。
使
韓
富
在
時
、
吾
猶
可
以
成
事
。
後
來
温
公
欲
變
法
。

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）
（
９
）

伊
川
使
人
語
之
曰
、
切
未
可
動
著
。
卽
三
五
年
不
能
定
疊
去
。
未
幾
變
之
、
果
紛
紛
不
能
定
。

（
１
０
）

（
１
１
）

校
勘

（
校
１
）
正
誼
堂
本
は
「
以
謂
」
を
「
以
爲
」
に
作
る
。

（
校
２
）
正
誼
堂
本
は
「
抄
」
を
「
鈔
」
に
作
る
。

口
語
訳

（
質
問
し
た
、
）
「
あ
な
た
は
「
伊
川
程
頤
先
生
の
才
覚
は
、
偉
大
で
あ
っ
た
。
国
家
に
関
わ
る
重
大
事
を
裁
断
さ
せ
た

な
ら
ば
、
瞬
く
間
に
こ
れ
を
処
理
し
て
、
少
し
も
動
揺
し
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
こ
と
を

裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。

（
謝
良
佐
が
）
い
っ
た
、
「
そ
の
議
論
だ
け
か
ら
で
も
、
こ
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
陝
西
の
地
で
以
前
、
銅
銭
を
鋳
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る
こ
と
を
廃
止
し
よ
う
と
主
張
す
る
者
が
い
て
、
「
役
所
の
方
で
一
貫
を
費
や
し
て
、
一
貫
の
銅
銭
を
鋳
た
の
で
は
利
益
が

な
い
」
と
い
っ
た
。
伊
川
先
生
は
「
こ
れ
は
お
上
の
利
益
の
問
題
で
あ
る
。
利
益
を
多
く
し
て
支
出
を
減
ら
せ
ば
、
こ
っ
そ

り
と
鋳
る
者
が
多
く
な
る
。
支
出
を
多
く
し
て
利
益
を
少
な
く
す
れ
ば
、
こ
っ
そ
り
と
鋳
る
者
は
い
な
く
な
る
。
こ
っ
そ
り

と
鋳
る
者
が
い
な
く
な
れ
ば
、
権
力
は
役
所
の
ほ
う
に
集
ま
る
。
こ
れ
が
利
益
で
な
く
し
て
、
何
で
あ
ろ
う
か
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
。

ま
た
、
以
前
、
解
塩
の
塩
鈔
に
つ
い
て
議
論
す
る
の
に
際
し
、
そ
の
価
格
を
高
く
し
よ
う
と
主
張
す
る
者
が
い
て
、
六

千
の
と
こ
ろ
を
八
千
に
し
よ
う
と
し
た
。
伊
川
先
生
は
「
も
し
塩
鈔
の
価
格
を
上
げ
た
な
ら
ば
、
売
れ
る
数
は
必
ず
減
少
す

る
。
塩
が
す
で
に
多
く
流
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
以
上
は
、
逆
に
価
格
を
下
げ
ら
れ
よ
。
人
々
が
塩
を
口
に
し
、
塩
の
流
通

が
滞
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
歳
入
は
必
ず
足
り
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
ほ
ど
な
く
塩
鈔
の
価
格
を
上
げ
た
が
、
案
の
定

歳
入
が
減
り
、
価
格
を
下
げ
た
ら
、
歳
入
が
み
ち
み
ち
た
。

温
公
司
馬
光
が
起
用
さ
れ
た
ば
か
り
の
時
、
伊
川
先
生
を
登
用
し
よ
う
と
し
た
。
伊
川
先
生
は
「
人
を
巻
き
込
み
お
っ

た
。
韓
琦
と
富
弼
と
が
政
権
を
執
っ
て
い
た
時
で
あ
れ
ば
、
私
は
ま
だ
し
も
、
と
も
に
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た

ろ
う
に
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
の
後
、
司
馬
光
が
法
を
改
変
し
よ
う
と
し
た
。
伊
川
先
生
は
人
を
遣
わ
し
て
「
絶
対
に
動

か
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
も
し
動
か
せ
ば
）
三
、
五
年
も
の
間
、
安
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
告

げ
さ
せ
た
。
い
く
ら
も
経
た
な
い
う
ち
に
改
変
し
た
が
、
案
の
定
、
乱
れ
に
乱
れ
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
た
」
と
。
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注（
１
）
才
料
―
才
能
。
才
覚
。
『
語
類
』
巻
五
九
に
「
曰
、
且
道
性
情
才
三
者
是
一
物
是
三
物
。
德
粹
云
、
性
是
性
善
、
情

是
反
於
性
、
才
是
才
料
」
と
あ
る
。

（
２
）
指
顧
―
き
わ
め
て
短
い
時
間
。
北
宋

蘇
舜
欽
『
蘇
学
士
集
』
巻
一
一
「
火
疏
【
時
年
二
十
一
、
登
聞
獻
此
疏
】
」

に
「
臣
愚
妄
之
言
、
不
足
益
國
體
之
萬
一
。
陛
下
苟
容
而
行
之
、
三
代
兩
漢
之
風
指
顧
而
可
致
也
」
と
あ
り
、
『
文

集
』
巻
六
四
「
答
陳
謩
」
に
「
所
謂
爲
學
之
意
、
亦
甚
善
。
顧
此
乃
終
身
事
業
、
非
可
索
於
咄
嗟
指
顧
之
間
者
」
と

あ
る
。

（
３
）
解
鹽
抄
―
「
解
鹽
」
は
、
山
西
省
解
池
よ
り
産
す
る
塩
。
ま
た
、
河
東
の
塩
を
い
う
。
「
鹽
抄
」
（
鹽
鈔
）
は
、
金

銭
を
納
入
し
た
こ
と
と
引
き
換
え
に
発
行
さ
れ
る
塩
の
販
売
の
許
可
証
。
郭
正
忠
『
宋
代
塩
業
経
済
史
』
（
人
文
出

版
社
、
一
九
九
〇
）
四
七
一
～
四
九
二
頁
を
参
照
。

（
４
）
温
公
―
北
宋

司
馬
光
（
字
は
君
実
、
号
は
斉
物
子
、
一
〇
一
九
～
一
〇
八
六
）
の
こ
と
。
宝
元
元
年
の
進
士
。
神

宗
の
時
、
御
史
中
丞
と
な
る
が
、
王
安
石
の
新
法
に
反
対
し
、
合
わ
ず
し
て
去
る
。
哲
宗
の
初
め
、
新
法
反
対
派
が

中
央
に
返
り
咲
く
と
呼
び
戻
さ
れ
、
宰
相
と
な
り
、
新
法
の
多
く
を
廃
止
し
た
。
太
師
温
国
公
を
贈
ら
れ
る
。
涑
水

郷
に
居
住
し
た
の
で
世
に
涑
水
先
生
と
い
う
。
著
書
に
『
資
治
通
鑑
』
『
書
儀
』
『
伝
家
集
』
等
が
あ
る
。

（
５
）
温
公
初
…
用
伊
川
―
神
宗
の
死
後
、
司
馬
光
が
中
央
政
界
に
返
り
咲
き
、
い
わ
ゆ
る
元
祐
更
化
が
始
ま
っ
た
元
豊
八

（
一
〇
八
五
）
年
九
月
、
司
馬
光
は
程
頤
を
推
薦
す
る
上
奏
を
行
っ
て
い
る
。
司
馬
光
『
伝
家
集
』
巻
四
八
「
與
呂
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公
著
同
擧
程
頤
劄
子
【
元
豐
八
年
九
月
十
五
日
上
】
」
に
「
臣
等
竊
見
河
南
處
士
程
頤
、
力
學
好
古
、
安
貧
守
節
、

言
必
忠
信
、
動
遵
禮
義
、
年
踰
五
十
、
不
求
仕
進
、
眞
儒
者
之
高
蹈
、
聖
世
之
逸
民
。
伏
望
聖
慈
特
加
召
命
、
擢
以

不
次
、
足
以
矜
式
士
類
、
裨
益
風
化
」
と
あ
る
。

（
６
）
帶
累
―
巻
き
添
え
を
く
わ
す
、
迷
惑
を
か
け
る
。
『
祖
堂
集
』
巻
七
・
巖
頭
章
に
「
峯
云
、
今
生
不
著
便
。
共
文
遂

个
漢
行
數
處
、
被
他
帶
累
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
七
三
に
「
歸
妹
未
有
不
好
、
只
是
説
以
動
帶
累
他
」
と
あ
る
。

（
７
）
裏
―
動
作
・
状
態
の
存
在
を
表
す
助
詞
。
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
（
朋
友
書
店
、
二
〇
一
三
年
再
版
）
三

七
九
～
三
八
〇
頁
、
王
鍈
『
唐
宋
筆
記
語
辞
匯
釈
（
第
二
次
修
訂
本
）
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
）
一
四
四
頁
を
参

照
。
『
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
に
「
今
日
卓
然
不
爲
此
學
者
、
惟
范
景
仁
與
君
實
爾
、
然
其
所
執
理
、
有
出
於
禪
學
之

下
者
。
一
日
做
身
主
不
得
、
爲
人
驅
過
去
裏
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
九
九
に
「
問
太
虚
不
能
無
氣
一
段
。
曰
、
此

、

難
理
會
。
若
看
、
又
走
作
去
裏
」
と
あ
る
。

、

（
８
）
韓
―
北
宋

韓
琦
（
字
は
稚
圭
、
号
は
贛
叟
、
一
〇
〇
八
～
一
〇
七
五
）
の
こ
と
。
安
陽
（
河
南
省
）
の
人
。
西
夏

征
討
な
ど
に
功
が
あ
っ
た
。
英
宗
の
と
き
魏
国
公
。
王
安
石
と
対
立
し
た
。

（
９
）
富
―
北
宋

富
弼
（
字
は
彦
国
、
一
〇
〇
四
～
一
〇
八
三
）
の
こ
と
。
河
南
府
（
河
南
省
）
の
人
。
遼
と
の
外
交
で

功
が
あ
り
、
河
北
の
水
害
で
は
五
〇
余
万
人
を
救
済
し
た
。
王
安
石
の
新
法
に
強
く
反
対
し
、
職
を
辞
し
た
。
著
に

『
富
鄭
公
集
』
が
あ
る
。

（

）
切
未
可
動
著
―
本
条
「
余
説
」
所
引
の
「
伊
川
先
生
年
譜
」
本
注
に
よ
る
と
、
こ
の
時
、
程
頤
が
改
変
に
反
対
し
た

10
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語
録
』
巻
上
訳
注
（
二
）

（
原
）

の
は
新
法
の
一
環
で
あ
る
募
役
法
で
あ
る
。
後
世
か
ら
の
視
点
に
な
る
が
、
『
語
類
』
巻
一
三
〇
に
「
溫
公
忠
直
、

而
於
事
不
甚
通
曉
。
如
爭
役
法
、
七
八
年
間
直
是
爭
此
一
事
。
他
只
説
不
合
令
民
出
錢
、
其
實
不
知
民
自
便
之
。
此

是
有
甚
大
事
。
却
如
何
捨
命
爭
」
と
あ
り
、
同
じ
く
「
溫
公
論
役
法
疏
略
、
悉
爲
章
子
厚
所
駁
、
只
一
向
罷
逐
、
不

問
所
論
是
非
、
却
是
太
峻
急
」
と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
朱
熹
も
募
役
法
の
変
更
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
る
。

（

）
定
疊
―
安
定
し
て
い
る
。
落
ち
着
い
て
い
る
。
双
声
語
（
定
母
）
。
類
義
語
に
「
寧
貼
」
が
あ
る
。
王
鍈
『
唐
宋
筆

11

記
語
辞
匯
釈
（
第
二
次
修
訂
本
）
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
）
五
五
～
五
六
頁
を
参
照
。
『
文
集
』
巻
四
五
「
答
廖

子
晦
」
に
「
今
人
多
是
揀
難
底
好
底
看
、
非
惟
聖
賢
之
言
不
可
如
此
間
別
、
且
是
只
此
心
意
便
不
定
疊
、
縱
然
用
心

探
索
得
到
、
亦
與
自
家
這
裏
不
相
干
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
一
三
に
「
只
是
世
間
不
好
底
人
、
不
定
疊
底
事
、
才

遇
堯
舜
、
都
安
帖
平
定
了
」
な
ど
と
あ
る
。

余
説本

条
全
体
と
関
わ
る
資
料
と
し
て
、
『
程
氏
遺
書
』
附
録
の
朱
熹
「
伊
川
先
生
年
譜
」
の
本
注
に
「
謝
良
佐
曰
、
伊
川
才

大
、
以
之
處
大
事
、
必
不
動
色
、
指
顧
而
集
矣
。
或
曰
、
人
謂
伊
川
守
正
則
盡
、
通
變
不
足
、
子
之
言
若
是
、
何
也
。
謝
子

曰
、
陜
右
錢
以
鐵
、
舊
矣
、
有
議
更
以
銅
者
、
已
而
會
所
鑄
子
不
踰
母
、
謂
無
利
也
、
遂
止
。
伊
川
聞
之
曰
、
此
乃
國
家
之

大
利
也
。
利
多
費
省
、
私
鑄
者
眾
。
費
多
利
少
、
盜
鑄
者
息
。
民
不
敢
盜
鑄
、
則
權
歸
公
上
、
非
國
家
之
大
利
乎
。
又
有
議

增
解
鹽
之
直
者
。
伊
川
曰
、
價
平
則
鹽
易
洩
、
人
人
得
食
、
無
積
而
不
售
者
、
歲
入
必
倍
矣
、
增
價
則
反
是
。
已
而
果
然
。
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司
馬
公
即
相
、
薦
伊
川
而
起
之
。
伊
川
曰
、
將
累
人
矣
。
使
韓
富
當
國
時
、
吾
猶
可
以
有
行
也
。
及
司
馬
公
大
變
熙
豐
、
復

祖
宗
之
舊
、
伊
川
曰
、
役
法
討
論
、
未
可
輕
改
也
。
公
不
然
之
、
既
而
數
年
紛
紛
不
能
定
。
由
是
觀
之
、
亦
可
以
見
其
梗
概

矣
」
と
あ
る
。

［
一
五
］

本
文

王
荊
公
、
平
生
養
得
氣
完
。
爲
他
不
好
做
官
職
。
作
宰
相
、
只
喫
魚
羹
飯
、
得
受
用
底
不
受
用
、
縁
省
便
去
就
自
在
。
嘗
上

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

殿
進
一
箚
子
擬
除
人
。
神
宗
不
允
。
對
曰
、
阿
、
除
不
得
。
又
進
一
箚
子
擬
人
。
神
宗
亦
不
允
。
又
曰
、
阿
、
也
除
不
得
。

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
校
１
）

（
校
２
）

下
殿
出
來
、
便
乞
去
、
更
留
不
住
。
平
生
不
屈
、
也
奇
特
。

（
８
）

校
勘

（
校
１
）
四
庫
全
書
本
は
「
擬
」
の
下
に
「
除
」
が
入
る
。

（
校
２
）
正
誼
堂
本
は
「
亦
」
を
「
又
」
に
作
る
。

口
語
訳

荊
公
王
安
石
は
ふ
だ
ん
か
ら
気
を
養
う
こ
と
が
堅
固
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
出
世
す
る
こ
と
な
ど
眼
中
に
な
か
っ
た
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か
ら
で
あ
る
。
宰
相
に
な
っ
て
か
ら
も
、
食
事
は
魚
の
と
ろ
み
飯
を
食
す
る
だ
け
で
あ
り
、
利
益
を
享
受
で
き
る
も
の
も
、

そ
れ
を
享
受
せ
ず
、
（
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
言
動
に
よ
け
い
な
私
心
が
付
随
す
る
こ
と
な
く
）
そ
の
時
の
も
っ
と
も
簡
便
な

処
し
方
に
従
っ
て
進
退
自
在
で
あ
っ
た
。
以
前
、
宮
殿
に
上
っ
て
上
奏
文
を
奉
り
、
あ
る
人
を
任
命
し
よ
う
と
試
み
た
が
、

神
宗
皇
帝
は
承
諾
し
な
か
っ
た
。
王
安
石
が
そ
れ
に
対
し
て
い
っ
た
、
「
お
や
お
や
、
任
命
で
き
な
か
っ
た
か
」
。
ふ
た
た

び
上
奏
文
を
奉
っ
て
人
を
任
命
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
神
宗
皇
帝
は
ま
た
も
や
承
諾
し
な
か
っ
た
。
王
安
石
は
ふ
た
た
び
い

っ
た
、
「
お
や
お
や
、
ま
た
任
命
で
き
な
か
っ
た
か
」
。
宮
殿
を
下
っ
て
き
て
か
ら
即
座
に
辞
職
を
求
め
、
そ
れ
以
上
引
き

と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ふ
だ
ん
か
ら
意
志
を
枉
げ
な
い
と
こ
ろ
は
、
ま
た
大
変
す
ば
ら
し
い
。

注（
１
）
王
荊
公
―
北
宋

王
安
石
（
字
は
介
甫
、
号
は
半
山
、
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
）
。
慶
暦
二
年
の
進
士
。
神
宗
の
時

に
宰
相
と
な
り
、
新
法
と
呼
称
さ
れ
る
一
連
の
改
革
に
着
手
、
青
苗
・
水
利
・
均
輸
・
保
甲
・
募
役
・
市
易
・
保

馬
・
方
田
・
均
税
等
の
諸
政
策
を
発
布
し
た
が
、
司
馬
光
ら
旧
法
派
の
反
対
に
遭
い
、
辞
任
す
る
。
元
豊
中
、
左
僕

射
を
拝
し
、
哲
宗
の
時
、
司
空
を
加
え
ら
れ
る
。
封
は
荊
国
公
。
詩
文
を
よ
く
し
、
唐
宋
八
大
家
の
ひ
と
り
に
数
え

ら
れ
る
。
著
書
に
『
周
官
新
議
』
『
臨
川
集
』
『
唐
百
家
詩
選
』
が
あ
る
。

（
２
）
養
得
氣
―
「
養
氣
」
は
、
本
有
の
生
気
を
涵
養
す
る
こ
と
。
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
「
敢
問
夫
子
惡
乎
長
。
曰
、

我
知
言
、
我
善
養
吾
浩
然
之
氣
。
敢
問
何
謂
浩
然
之
氣
。
曰
、
難
言
也
。
其
爲
氣
也
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、

、

、
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則
塞
于
天
地
之
間
」
と
あ
る
。

（
３
）
魚
羹
―
魚
で
作
っ
た
の
り
状
の
食
物
。

（
４
）
受
用
―
利
益
を
受
け
る
。
享
受
す
る
。

（
５
）
箚
子
―
天
子
や
上
官
に
対
し
て
上
奏
す
る
文
書
。

（
６
）
神
宗
―
北
宋
の
第
六
代
皇
帝
・
趙
頊
（
廟
号
は
神
宗
、
一
〇
四
八
～
一
〇
八
五
）
の
こ
と
。
英
宗
の
長
子
。
王
安
石

を
用
い
て
新
法
を
断
行
し
た
。

（
７
）
阿
―
感
嘆
詞
。
驚
き
あ
き
れ
る
、
意
外
さ
に
驚
く
等
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
る
。

（
８
）
奇
特
―
と
び
ぬ
け
て
優
れ
て
い
る
。
『
語
類
』
巻
一
三
二
に
「
某
曰
、
鄭
溥
之
當
時
草
趙
丞
相
罷
相
詞
固
好
。
以
某

觀
之
、
當
時
不
做
便
乞
出
、
尤
爲
奇
特
」
と
あ
る
。

［
一
六
］

本
文

問
、
温
公
所
學
如
何
。
謝
曰
、
曾
作
中
庸
解
、
不
曉
處
闕
之
。
或
語
明
道
。
曰
、
闕
甚
處
。
曰
、
如
強
哉
矯
之
類
。
明
道
笑

（
１
）

（
２
）

曰
、
由
自
得
裏
、
將
謂
從
天
命
之
謂
性
處
便
闕
卻
。
呂
微
仲
何
如
。
謝
子
曰
、
他
不
合
尚
有
貴
賤
相
態
在
、
不
是
。
明
道
嘗

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

曰
、
宰
相
呂
微
仲
須
做
。
只
是
這
漢
俗
。
呂
晉
伯
甚
好
。
伹
處
事
太
煩
碎
。
如
召
賓
客
、
食
亦
須
臨
時
改
換
食
次
。
吾
嘗
語

（
７
）

（
８
）

之
曰
、
毎
日
早
晩
衙
、
纔
覆
便
令
放
者
、
只
爲
定
故
也
。
凡
事
皆
有
恁
地
簡
易
不
易
底
道
理
。
看
得
分
明
、
何
勞
之
有
。
易

（
９
）

（
１
０
）
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曰
、
易
簡
而
天
下
之
理
得
。
晉
伯
甚
好
學
。
初
理
會
仁
字
不
透
。
吾
因
曰
、
世
人
説
仁
、
只
管
著
愛
上
。
怎
生
見
得
仁
。
只

（
１
１
）

（
１
２
）

如
力
行
近
乎
仁
、
力
行
關
愛
甚
事
。
何
故
卻
近
乎
仁
。
推
此
類
具
言
之
。
晉
伯
因
悟
曰
、
公
説
仁
字
、
正
與
尊
宿
門
説
禪
一

（
１
３
）

（
１
４
）

般
。
晉
伯
兄
弟
中
皆
有
見
處
。
一
人
作
詩
詠
曾
點
事
曰
、
函
丈
從
容
問
且
酬
、
展
才
無
不
至
諸
侯
。
可
憐
曾
點
惟
鳴
瑟
、
獨

（
１
５
）

（
１
６
）

對
春
風
詠
不
休
。
一
人
有
詩
曰
、
學
如
元
愷
方
成
癖
、
文
到
相
如
反
類
俳
。
獨
立
孔
門
無
一
伎
、
只
傳
顔
子
得
心
齋
。

（
１
７
）

（
１
８
）

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）
（
２
３
）

口
語
訳

あ
る
人
が
質
問
し
た
、
「
温
公
司
馬
光
の
学
問
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
と
。

謝
良
佐
が
い
っ
た
、
「
以
前
『
中
庸
解
』
を
著
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
分
か
ら
な
い
部
分
は
解
釈
を
付
与
せ
ず
に
省
略

し
て
あ
っ
た
。
誰
か
が
そ
れ
を
明
道
程
顥
先
生
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
「
ど
こ
の
部
分
を
省
略
し
た

の
だ
」
、
「
強
な
る
か
な
矯
た
り
、
と
い
っ
た
部
分
で
す
」
。
程
顥
先
生
は
笑
っ
て
い
っ
た
、
「
自
得
の
面
か
ら
で
あ
れ
ば
、

冒
頭
の
「
天
の
命
ず
る
を
之
れ
性
と
謂
う
」
の
部
分
か
ら
す
で
に
省
略
し
た
で
あ
ろ
う
に
」
と
」
と
。

（
あ
る
人
が
質
問
し
た
、
）
「
呂
大
防
（
微
仲
）
は
い
か
が
で
す
か
」
と
。

謝
良
佐
は
い
っ
た
、
「
彼
は
あ
ろ
う
こ
と
か
、
い
ま
だ
に
地
位
の
尊
卑
な
ど
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
よ
く
な
い
。
程
顥
先

生
が
以
前
「
宰
相
は
呂
大
防
が
な
る
べ
き
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
男
は
俗
っ
ぽ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

呂
大
忠
（
進
伯
）
は
た
い
へ
ん
よ
ろ
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
物
事
に
対
処
す
る
際
に
、
煩
雑
に
過
ぎ
る
。
来
客
を
も
て

な
す
場
合
、
食
事
も
ま
た
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
そ
の
品
目
を
変
え
よ
う
と
す
る
。
私
が
彼
に
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
「
毎
日
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朝
晩
に
役
所
に
参
集
す
る
と
き
、
報
告
が
終
わ
っ
て
か
ら
解
散
と
な
る
の
は
、
た
だ
そ
の
よ
う
な
決
ま
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

す
べ
て
物
事
は
こ
の
よ
う
に
簡
易
で
不
変
の
道
理
が
あ
る
も
の
だ
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
は
っ
き
り
承
知
し
た
な
ら
ば
、

面
倒
な
こ
と
は
必
要
な
い
。
『
易
経
』
（
繋
辞
上
伝
）
に
「
易
簡
に
し
て
天
下
の
理

得
ら
る
」
と
あ
る
で
は
な
い
か
」
と
。

呂
大
忠
は
非
常
に
学
問
好
き
で
あ
る
。
初
め
は
仁
の
一
字
を
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
い
っ
て
や
っ
た
、

「
世
の
人
が
仁
を
説
く
と
き
に
、
た
だ
愛
ば
か
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
仁
を
理
解
で
き
よ
う
。
例
え
ば
（
『
中

庸
』
に
）
「
力
行
は
仁
に
近
し
」
と
あ
る
が
、
「
力
行
」
と
は
、
果
た
し
て
愛
と
係
わ
り
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ど
う
し
て

「
仁
に
近
し
」
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
敷
衍
し
て
い
ち
い
ち
説
明
し
た
。
大
忠
は
そ
れ
に
よ
っ
て
了
解

し
て
い
っ
た
、
「
あ
な
た
さ
ま
が
仁
を
説
く
そ
の
議
論
は
、
ち
ょ
う
ど
、
か
の
高
僧
た
ち
が
禅
を
説
く
そ
れ
と
同
じ
で
す

ね
」
と
。

大
忠
の
兄
弟
た
ち
は
み
な
、
一
見
識
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
の
一
人
が
詩
を
作
り
、
曽
点
の
こ
と
を
詠
じ
た
、
「
講

学
の
席
に
ゆ
っ
た
り
と
寛
ぎ
、
孔
子
が
志
を
問
い
、
門
弟
た
ち
が
そ
れ
に
応
じ
る
。
門
弟
た
ち
は
皆
、
才
能
を
発
揮
せ
ん
と

し
て
、
治
国
に
言
及
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
何
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
、
曽
点
は
た
だ
瑟
を
奏
で
、
ひ
と
り

春
風
に
向
か
っ
て
詠
い
つ
づ
け
る
の
み
で
あ
っ
た
」
と
。
ま
た
一
人
が
詩
を
作
っ
た
、
「
学
問
は
杜
預
の
よ
う
で
は
、
偏
っ

た
嗜
好
で
あ
る
癖
と
な
っ
て
し
ま
う
。
文
章
は
司
馬
相
如
に
ま
で
な
れ
ば
、
逆
に
曲
芸
師
に
似
か
よ
っ
て
く
る
。
凡
俗
に
抜

き
ん
出
た
存
在
で
あ
る
孔
子
の
門
下
に
技
巧
な
ど
な
か
っ
た
。
た
だ
顔
回
が
心
斎
を
会
得
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
だ
け
だ
」

と
」
と
。
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注（
１
）
中
庸
解
―
北
宋

司
馬
光
『
中
庸
大
学
広
義
』
一
巻
の
こ
と
。
南
宋

陳
振
孫
『
直
齋
書
録
解
題
』
巻
二
に
見
え
る
。

つ
と
に
散
佚
し
た
が
、
南
宋

衛
湜
『
礼
記
集
説
』
一
六
〇
巻
に
若
干
条
が
引
か
れ
る
。

（
２
）
強
哉
矯
―
『
中
庸
』
に
「
子
路
問
強
。
子
曰
、
南
方
之
強
與
、
北
方
之
強
與
、
抑
而
強
與
。
寬
柔
以
敎
、
不
報
無
道
、

南
方
之
強
也
、
君
子
居
之
。
衽
金
革
、
死
而
不
厭
、
北
方
之
強
也
、
而
強
者
居
之
。
故
君
子
和
而
不
流
、
強
哉
矯
。

、
、
、

中
立
而
不
倚
、
強
哉
矯
。
國
有
道
、
不
變
塞
焉
、
強
哉
矯
。
國
無
道
、
至
死
不
變
、
強
哉
矯
」
と
あ
る
。
本
条
で
は

、
、
、

、
、
、

、
、
、

司
馬
光
は
『
中
庸
広
義
』
に
お
い
て
「
強
哉
矯
」
を
闕
疑
し
た
と
い
う
が
、
衛
湜
『
礼
記
集
説
』
巻
一
二
六
所
引
の

司
馬
光
の
注
釈
に
「
矯
者
、
矯
其
偏
以
就
中
也
。
矯
之
爲
言
、
猶
揉
木
也
」
と
あ
る
。

（
３
）
天
命
之
謂
性
―
『
中
庸
』
冒
頭
に
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
修
道
之
謂
敎
」
と
あ
る
。

（
４
）
呂
微
仲
―
北
宋

呂
大
防
（
字
は
微
仲
、
一
〇
二
七
～
一
〇
九
七
）
の
こ
と
。
藍
田
（
陝
西
省
）
の
人
。
大
忠
（
後

出
の
進
伯
の
こ
と
）
の
弟
。
元
祐
更
化
期
、
旧
法
派
が
政
治
の
主
導
権
を
握
る
と
尚
書
左
僕
射
と
な
り
、
政
治
を
行

う
。

（
５
）
不
合
―
既
に
実
現
・
完
了
し
て
し
ま
っ
た
行
為
や
状
態
に
つ
い
て
、
「
こ
う
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
こ
う
し

て
し
ま
っ
た
」
と
否
定
的
に
取
り
上
げ
る
際
に
用
い
る
。
芳
澤
勝
弘
編
注
『
諸
録
俗
語
解
』
（
禅
文
化
研
究
所
、
一

九
九
九
）
に
「
□
「
合
當
」
の
反
な
れ
ば
「
す
ま
じ
き
こ
と
に
」
「
こ
う
す
る
は
ず
で
は
な
い
に
」
と
後
悔
す
る
辞

な
り
。
○
一
段
き
び
し
く
云
え
ば
「
千
不
合
」
「
萬
不
合
」
な
ど
と
云
う
な
り
」
（
一
七
頁
）
と
説
明
す
る
。
『
程
氏
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遺
書
』
巻
六
に
「
小
人
小
丈
夫
、
不
合
小
了
、
他
本
不
是
惡
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
一
四
に
「
又
曰
、
某
解
書
不

合
太
多
。
又
先
準
備
學
者
、
爲
他
設
疑
説
了
。
他
未
曾
疑
到
這
上
、
先
與
説
了
、
所
以
致
得
學
者
看
得
容
易
了
」
と

あ
る
。

（
６
）
相
態
―
容
貌
や
態
度
の
こ
と
。
「
有
貴
賤
相
態
在
」
は
、
富
貴
を
好
み
貧
賤
を
憎
む
相
対
的
価
値
観
に
束
縛
さ
れ
、

そ
れ
に
と
ら
わ
れ
た
生
き
方
を
し
て
い
る
（
そ
こ
が
「
俗
」
だ
）
、
と
い
う
意
か
。
ち
な
み
に
、
南
宋

呂
祖
謙
『
少

儀
外
伝
』
巻
上
に
、
こ
こ
よ
り
採
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
記
事
と
し
て
「
昔
聞
明
道
先
生
一
見
呂
微
仲
、
便
曰
、

宰
相
微
仲
須
做
。
只
是
這
漢
俗
。
謝
上
蔡
云
、
爲
他
有
貴
底
相
態
、
便
是
俗
」
と
あ
り
、
「
賤
」
を
「
底
」
に
作
っ

、

て
い
る
。

（
７
）
呂
晉
伯
―
北
宋

呂
大
忠
（
字
は
進
伯
）
の
こ
と
。
藍
田
（
陝
西
省
）
の
人
。
皇
祐
の
進
士
。
官
は
河
北
転
運
判
官
。

『
宋
名
臣
言
行
録
外
集
』
巻
六
「
呂
大
臨
」
に
「
公
兄
大
忠
字
晉
伯
、
爲
秦
帥
…
…
時
上
蔡
作
秦
敎
、
爲
程
氏
之
學
、

晉
伯
毎
屈
車
騎
同
馬
過
之
、
則
上
蔡
爲
講
論
語
、
晉
伯
正
襟
肅
容
聽
之
曰
、
聖
人
之
言
行
在
焉
、
吾
不
敢
不
肅
」
と

あ
り
、
謝
良
佐
よ
り
『
論
語
』
の
講
義
を
受
け
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）
食
次
―
食
べ
物
。
「
～
次
」
は
二
音
節
名
詞
を
作
る
接
尾
辞
。
王
鍈
『
詩
詞
曲
語
辞
例
釈
（
第
二
次
増
訂
本
）
』
（
中

華
書
局
、
二
〇
一
五
）
四
〇
～
四
二
頁
を
参
照
。
南
宋

呉
自
牧
『
夢
粱
録
』
巻
一
六
「
酒
肆
」
に
「
大
抵
酒
肆
、

除
官
庫
子
庫
脚
店
之
外
、
其
餘
謂
之
栢
戸
、
兼
賣
諸
般
下
酒
食
次
、
隨
意
索
喚
」
と
あ
る
。



- 91 -

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
二
）

（
原
）

（
９
）
毎
日
早
晩
衙
―
早
朝
卯
時
と
夕
方
申
時
の
二
回
、
官
吏
た
ち
が
役
所
に
参
集
し
、
公
務
に
つ
い
て
上
官
に
報
告
す
る

規
定
が
あ
っ
た
。
早
朝
の
回
を
「
早
衙
」
「
朝
衙
」
、
夕
方
の
を
「
晩
衙
」
と
い
う
。
唐

白
居
易
『
白
氏
長
慶
集
』

巻
二
〇
「
城
上
」
詩
に
「
城
上
鼕
鼕
鼓
、
朝
衙
復
晚
衙
。
爲
君
慵
不
出
、
落
盡
遶
城
花
」
と
あ
る
。

（

）
覆
―
申
し
述
べ
る
、
報
告
す
る
、
回
答
す
る
、
な
ど
の
意
。
田
中
謙
二
『
朱
子
語
類
外
任
篇
訳
註
』
（
汲
古
書
院
、

10
一
九
九
四
）
一
〇
頁
を
参
照
。
『
語
類
』
巻
一
〇
六
に
「
臨
期
吏
覆
云
、
例
當
展
日
」
と
あ
る
。

、

（

）
易
曰
、
易
…
之
理
得
―
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
に
「
易
簡
而
天
下
之
理
得
矣
。
天
下
之
理
得
、
而
成
位
乎
其
中
矣
」
と

11
あ
る
。

（

）
晉
伯
甚
好
學
―
呂
大
忠
が
好
学
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
に
も
「
呂
進
伯
可
愛
、
老
而
好
學
、
理

12
會
直
是
到
底
」
と
あ
る
。

（

）
力
行
近
乎
仁
―
『
中
庸
』
に
「
子
曰
、
好
學
近
乎
知
、
力
行
近
乎
仁
、
知
恥
近
乎
勇
。
知
斯
三
者
、
則
知
所
以
修
身
。

13
知
所
以
修
身
、
則
知
所
以
治
人
。
知
所
以
治
人
、
則
知
所
以
治
天
下
國
家
矣
」
と
あ
る
。

（

）
尊
宿
門
―
「
尊
宿
」
は
、
老
齢
で
名
望
の
あ
る
高
僧
の
こ
と
。
「
門
」
は
、
人
称
代
名
詞
や
人
を
さ
す
名
詞
の
後
ろ

14
に
置
か
れ
、
複
数
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
現
代
語
の
「
們
」
に
相
当
。
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
（
朋
友
書

店
、
二
〇
一
三
年
再
版
）
三
四
六
～
三
四
八
頁
、
呂
叔
湘
「
釈
您
，
俺
，
咱
，
喒
，
附
論
們
字
」
（
『
呂
叔
湘
全
集
』

．

．

．

．

．

第
二
巻
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
を
参
照
。
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（

）
函
丈
―
席
の
間
に
一
丈
の
距
離
を
お
く
と
い
う
師
に
対
す
る
礼
（
『
礼
記
』
曲
礼
上
）
で
あ
っ
た
が
、
転
じ
て
講
学

15
の
際
の
座
席
そ
の
も
の
の
意
と
な
る
。

（

）
可
憐
―
深
い
感
動
を
表
す
慣
用
表
現
。
喜
ば
し
い
。
な
ん
と
も
す
ば
ら
し
い
。
唐

白
居
易
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
一

16
四
「
曲
江
早
春
」
詩
に
「
可
憐
春
淺
遊
人
少
、
好
傍
池
邊
下
馬
行
」
と
あ
り
、
北
宋

張
方
平
『
楽
全
集
』
巻
二

「
題
楊
大
年
集
後
」
詩
に
「
可
憐
經
濟
意
、
舊
客
記
高
談
」
と
あ
る
。

（

）
函
丈
從
…
詠
不
休
―
こ
の
詩
は
『
論
語
』
先
進
篇
に
「
子
路
曾
皙
冉
有
公
西
華
侍
坐
。
子
曰
、
以
吾
一
日
長
乎
爾
、

17
毋
吾
以
也
。
居
則
曰
、
不
吾
知
也
。
如
或
知
爾
、
則
何
以
哉
。
子
路
率
爾
而
對
曰
、
千
乘
之
國
、
攝
乎
大
國
之
間
、

加
之
以
師
旅
、
因
之
以
饑
饉
。
由
也
爲
之
、
比
及
三
年
、
可
使
有
勇
、
且
知
方
也
。
夫
子
哂
之
。
…
…
點
、
爾
何
如
。

鼓
瑟
希
、
鏗
爾
捨
瑟
而
作
。
對
曰
、
異
乎
三
子
者
之
撰
。
子
曰
、
何
傷
乎
。
亦
各
言
其
志
也
。
曰
、
莫
春
者
、
春
服

既
成
。
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
乎
沂
、
風
乎
舞
雩
、
詠
而
歸
。
夫
子
喟
然
歎
曰
、
吾
與
點
也
」
と
あ
る
の

を
踏
ま
え
る
。
南
宋

呂
祖
謙
『
皇
朝
文
鑑
』
巻
二
八
に
は
「
曾
點
」
と
題
さ
れ
、
呂
大
鈞
の
作
と
し
て
載
せ
ら
れ

て
い
る
。

（

）
元
愷
―
西
晋

杜
預
（
字
は
元
凱
（
元
愷
）
、
二
二
二
～
二
八
四
）
の
こ
と
。
杜
陵
（
陝
西
省
）
の
人
。
泰
始
中
、

18
河
南
尹
・
秦
州
刺
史
を
歴
任
し
、
度
支
尚
書
に
至
る
。
後
、
官
は
鎮
南
大
将
軍
・
都
督
荊
州
諸
軍
事
。
呉
を
平
定
し

た
功
績
で
当
陽
県
侯
に
封
ぜ
ら
れ
る
。
晩
年
に
大
著
『
春
秋
左
氏
経
伝
集
解
』
を
完
成
さ
せ
る
。

（

）
成
癖
―
杜
預
は
『
左
伝
』
の
注
解
に
力
を
尽
く
し
、
自
ら
「
左
傳
癖
」
が
あ
る
と
称
し
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。

19
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『
晋
書
』
杜
預
伝
に
「
時
王
濟
解
相
馬
、
又
甚
愛
之
、
而
和
嶠
頗
聚
歛
、
預
常
稱
濟
有
馬
癖
、
嶠
有
錢
癖
。
武
帝
聞

之
、
謂
預
曰
、
卿
有
何
癖
。
對
曰
、
臣
有
左
傳
癖
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
「
癖
」
が
、
あ
る
種
異
常
な
人
格
的

偏
向
と
し
て
、
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
使
わ
れ
る
。

（

）
相
如
―
前
漢

司
馬
相
如
（
字
は
長
卿
、
前
一
七
九
～
前
一
一
七
）
の
こ
と
。
成
都
の
人
。
景
帝
の
時
、
武
騎
常
侍

20
と
な
っ
た
が
、
後
、
梁
の
孝
王
の
も
と
に
客
遊
す
る
。
孝
王
の
死
後
、
蜀
に
帰
り
、
臨
邛
を
過
ぎ
、
卓
王
孫
の
娘
、

卓
文
君
と
駆
け
落
ち
し
て
酒
屋
を
開
く
。
後
、
「
子
虚
の
賦
」
が
認
め
ら
れ
、
召
さ
れ
て
宮
廷
文
人
と
な
る
。
辞
賦

に
優
れ
、
「
上
林
の
賦
」
「
大
人
の
賦
」
等
が
有
名
で
あ
る
。

（

）
類
俳
―
「
俳
」
は
、
曲
芸
や
道
化
芝
居
を
演
じ
る
人
、
道
化
師
。
司
馬
相
如
の
文
章
の
特
色
の
一
つ
は
、
美
辞
麗
句

21
を
延
々
と
連
ね
極
度
に
修
飾
を
加
え
る
点
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
技
術
的
部
分
に
の
み
力
を
注
ぎ
、
世

の
歓
心
を
買
お
う
と
す
る
態
度
を
「
俳
」
と
近
似
す
る
と
い
う
。

（

）
心
齋
―
『
荘
子
』
人
間
世
篇
に
「
回
曰
、
敢
問
心
齋
。
仲
尼
曰
、
若
一
志
、
無
聽
之
以
耳
而
聽
之
以
心
、
無
聽
之
以

22
心
而
聽
之
以
氣
。
聽
止
於
耳
、
心
止
於
符
。
氣
也
者
、
虚
而
待
物
者
也
。
唯
道
集
虚
。
虚
者
、
心
齋
也
」
と
あ
る
。

、
、

感
覚
知
や
分
別
知
が
否
定
さ
れ
た
、
「
氣
」
の
「
虚
」
な
る
状
態
。

（

）
學
如
元
…
得
心
齋
―
こ
の
詩
は
、
呂
祖
謙
『
皇
朝
文
鑑
』
巻
二
八
に
は
「
送
劉
戸
曹
」
と
題
さ
れ
、
呂
大
臨
の
作
と

23
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。


